
 

 9月上旬，総合防災訓練を行いました。大規模な震災後を想定し，生徒自身が被災者・支援者の体験をすることで，自助・共

助の必要性や防災の意識を高めることを目的としています。この訓練では，日々の自治会活動で学んでいる防災の知識を生かし

た様々な企画を行いました。被災地の学校として，生徒一人一人が自分たちに何ができるかを考えながら，改めて防災について

真剣に向き合うことのできた訓練でした。今回はその様子を紹介したいと思います。 

 

 応急処置の仕方について，各グループで協

力し合いながら処置を行いました 

 豚汁を作り，みんなに配給しました  避難所で起こる様々な出来事への対応について，体

験しました 

 避難所の防犯対策について勉強し，実際に校舎内の

巡回を行いました 

 パーテイションの必要性や効果について勉強し，

実際に組み立てました 

活動の様子を取材し，新聞を発行しました 


